
五
月
二
日
（
金
）
、
開
校
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
本
校
卒
業
生
で
装
蹄
師
の
柿
元
良
仁
さ
ん
が
、

「
装
蹄
師
が
語
る
競
走
馬
の
世
界
」
の
演
題
で
、
後

輩
達
に
語
り
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
ず
自
分
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
、
講
演
を
聴
く

た
め
に
来
校
し
、
一
般
席
に
座
ら
れ
て
い
た
御
自
分

の
お
母
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
な
が
ら
、
中
学

・
高
校
時
代
の
思
い
出
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
体
を
支
え
な
が
ら
一
ト
ン
を
超
え
る
力
を

受
け
、す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
馬
た
ち
の
蹄
鉄
を
、

ミ
リ
単
位
で
調
整
し
、
馬
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

装
蹄
師
と
い
う
仕
事
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
、
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
た
映
像
も
交
え
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
装
蹄
の
仕
事
を
学
び
自
分
の
も
の
に
し
て

い
く
中
で
、「
お
ご
り
高
ぶ
り
は
人
に
見
抜
か
れ
る
。

日
々
の
姿
勢
を
評
価
さ
れ
、
人
や
馬
が
営
業
し
て
く

れ
る
」
と
過
程
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
「
失
敗

や
後
悔
を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
。
挫
折

や
失
敗
を
経
験
し
た
だ
け
成
長
し
て
い
く
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
と
そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が

ぱ
っ
と
見
え
、
晴
れ
や
か
な
気
分
に
な
る
。
限
り
な

い
可
能
性
を
も
っ
た
君
た
ち
。
い
ろ
ん
な
事
を
吸
収

し
、
立
派
な
社
会
人
と
な
っ
て
，
人
生
を
重
ね
て
、

い
い
人
生
だ
っ
た
と
言
え
る
生
き
方
を
し
て
欲
し

い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
生
徒
会
長
に
よ
る
「
自
分
も
他
人

の
せ
い
に
す
る
こ
と
な
く
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
お
礼
の
言
葉
と
併
せ
て
、
感
謝
の
思
い
を
「
校

歌
斉
唱
」（
吹
奏
楽
部
伴
奏
）
で
表
し
ま
し
た
。

五
月
九
日
（
金
）
、
殺
人
事
件
の
犯
罪
被
害
者
遺

族
で
あ
る
肝
属
郡
東
串
良
町
在
住
の
新
原
さ
と
み
さ

ん
に
よ
る
「
い
の
ち
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
二
月
、
北
九
州
市
内
に
住
ん
で
い

た
二
女
の
清
加
さ
ん
（
当
時
二
十
四
歳
）
は
、
同
じ

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
男
に
刃
物
で
殺
害
さ
れ
ま
し
た

が
、
男
性
は
精
神
障
害
が
あ
り
、
心
神
喪
失
で
不
起

訴
処
分
と
な
り
刑
事
裁
判
も
開
か
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。新

原
さ
ん
は
事
件
直
後
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

に
も
ふ
れ
、
「
被
害
者
も
娘
も
二
度
と
戻
ら
な
い
か

け
が
え
の
な
い
命
。
人
の
命
は
あ
っ
け
な
く
終
わ
っ

て
し
ま
う
。生
き
て
い
る
そ
れ
だ
け
で
素
晴
ら
し
い
。

大
事
に
生
き
て
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
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鹿児島県立

鹿屋高等学校

開
校
記
念
講
演
会
開
催

「
装
蹄
師
が
語
る
競
走
馬
の
世
界
」

講
師

柿
元

良
仁

先
生

（
本
校

昭
和
五
二
年
卒

フ
ァ
ー
リ
ア
ー
柿
元
代
表
取
締
役
）

六
・七
月
の
主
な
行
事
予
定

六
月
【
水
無
月
】

二
日
（
月
）
授
業
相
互
公
開
週
間

[

～
六
日]

四
日
（
水
）
中
高
連
絡
会

七
日
（
土
）
進
研
マ
ー
ク
模
試
（
三
年
）

八
日
（
日
）

〃

九
日
（
月
）
第
一
回
教
育
相
談

[

～
二
○
日]

一
三
日
（
金
）
三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
進
路
講
演
会

一
四
日
（
土
）
三
星
道
場
③

（
二
・
三
年
出
前
授
業
）

一
七
日
（
火
）
生
徒
会
立
会
演
説
会

二
○
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会
（
一
年
）

単
車
実
技
講
習
会(

二
年)

二
四
日
（
火
）
単
車
実
技
講
習
会
（
三
年
）

二
七
日
（
金
）
性
に
関
す
る
講
演
会
（
三
年
）

二
八
日
（
土
）
三
星
道
場
④

七
月
【
文

月
】

一
日
（
火
）
期
末
考
査[

～
四
日]

四
日
（
金
）
防
災
訓
練

九
日
（
水
）
数
学
移
動
講
座

一
○
日
（
木
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
【
午
後
】

一
一
日
（
金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
【
終
日
】

一
二
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
全
学
年
）

一
三
日
（
日
）
進
研
記
述
模
試
（
三
年
）

一
八
日
（
金
）
終
業
式

朝
課
外
終
了

二
二
日
（
火
）
前
期
夏
季
課
外
開
始

家
庭
訪
問[

一
年]

三
者
面
談[

二
・
三
年]

二
六
日
（
土
）
代
ゼ
ミ
九
大
プ
レ

（
三
年
希
望
者
）

二
七
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

三
一
日
（
木
）
前
期
夏
季
課
外
終
了

（
一
・
二
年
）

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福留生徒会長お礼のことば

「
い
の
ち
の
大
切
さ
を

学
ぶ
教
室
」
開
催

先輩から熱きメッセージ

命を大切にします！



四
月
二
四
日
（
木
）
・
二
五

日
（
金
）
の
二
日
間
、
国
立
大

隅
少
年
自
然
の
家
で
、
一
年
生

の
「
宿
泊
学
習
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
行
事
は
、
集
団
宿
泊
生

活
を
通
し
て
、
生
徒
相
互
及
び

生
徒
と
教
師
間
の
親
睦
を
図

り
、
学
習
意
欲
の
向
上
と
宅
習

の
習
慣
化
等
、
真
の
三
星
健
児

を
育
成
す
る
た
め
に
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

生
徒
・
教
師
が
一
体
と
な
っ

て
学
力
向
上
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
自
学
自
習
す
る
態
度

や
、
知
・
徳
・
体
調
和
の
と
れ

た
人
間
と
な
る
た
め
の
様
々
な

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
全
日
程
を
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

四
月
二
五
日
（
金
）
、
二
・
三
年
生
の
一
日
遠
足

が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
・
教
師
の
思
い
が
通
じ
た
の

か
、
絶
好
の
遠
足
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

二
年
生
は
、
晴

天
の
下
、
か
の
や

ば
ら
園
ま
で
の
遠

足
を
満
喫
し
ま
し

た
。
公
園
で
は
ク

ラ
ス
単
位
で
長
縄

跳
び
や
球
技
等
を

楽
し
み
、
学
年
・

学
級
の
和
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

三
年
生
は
、
鹿

屋
高
校
伝
統
の
高

隈
山
登
山
に
果
敢

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
空
模

様
が
打
っ
て
変
わ

っ
て
好
天
と
な
り
、

最
高
の
登
山
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

山
頂
ま
で
の
道
の

り
は
、
予
想
以
上

に
き
び
し
く
、
気

力
・
体
力
と
も
に

精
根
尽
き
る
ほ
ど

で
し
た
が
、
仲
間

と
声
を
掛
け
合
い
、

ほ
ぼ
全
員
が
登
り

切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
頂
上
で

食
べ
る
お
に
ぎ
り

は
格
別
で
、
こ
の

経
験
を
生
か
し
、

団
体
戦
で
あ
る
受

験
に
向
け
て
更
に

精
進
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

四
月
一
六
日
（
水
）、
昼
食
時
間
の

十
二
時
四
十
五
分
か
ら
、思
索
の
森
（
購

買
部
裏
中
庭
）
に
て
、
吹
奏
楽
部
（
阿

多
愛
佳
部
長
、
二
年
生
十
七
名
、
三
年

生
十
四
名
）
の
新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
初
の
試
み
で
、
さ
わ
や

か
な
春
風
そ
よ
ぐ
思
索
の
森
に
、
演
奏

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
は

教
室
や
職
員
室
で
聞
い
て
い
た
生
徒
や

先
生
方
も
、
曲
が
進
む
う
ち
に
、
誘
わ

れ
る
よ
う
に
集
ま
り
、
人
山
が
で
き
る

ほ
ど
で
し
た
。

ぜ
ひ
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

し
、
季
節
ご
と
に
情
緒
あ
る
演
奏
を
聞

か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
演
奏
曲
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
「
ワ
イ
ル
ド
・
ア
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
」(

嵐)

○
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
！
！
」（
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）

○
「
き
ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ
メ
ド
レ
ー
」

五
月
二
日
（
金
）、
波
野
中
学
校
の
皆
さ
ん
が
本

校
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
校
内
の
施
設
を
案
内
し
て

歩
き
な
が
ら
、
授
業
参
観
等
を
行
い
ま
し
た
。

「
多
く
の
方
々
に
本
校
の
良
さ
を
伝
え
て
い
く
た

め
、
今
後
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」（
担
当
）

（
編
集
後
記
）

校
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と
目
に
と
ま
っ
た

の
が
こ
の
一
輪
の
花
で
す
。
事
務
室
前
正
面
入
り
口

の
階
段
と
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
隙
間
か
ら
伸
び
た

茎
に
小
さ
な
花
が
誇
ら

し
く
咲
い
て
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
も
こ
の
花
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
強

く
、
た
く
ま
し
く
咲
い

て
欲
し
い
な
。
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新入生歓迎
ミニコンサート大盛況

「
て
い
ね
い
な
学
校
説
明
と
授
業
参
観
に
と

御
配
慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
波
野
中
の
生
徒

に
と
り
ま
し
て
何
よ
り
の
進
路
学
習
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
五
名
、
笑
顔
で

の
帰
校
と
な
り
ま
し
た
。

（
波
野
中
学
校

大
園

誉

校
長
先
生

の
お
手
紙
よ
り
）

学年・学級の和！

１年生：宿泊学習 ２年生：一日遠足 ３年生：高隈登山

学校訪問始まる。

ようこそ波野中学校の皆さん！


